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第１章 市民意識調査の概要

（１）

調査目的

今後の行政経営のあり方における重要な視点の一つとして 「市民の視点に立った成果、

重視の行政経営の確立」を掲げている。

平成 年度から ｽﾀｰﾄした市政運営の基本方針である「第 次掛川市総合計画」ではそ19 1

れぞれの政策・施策の目標として、具体的に市民の皆様がどのようなまちになってほしい

「 」 、 。のかを めざす姿 として捉え 数値目標を掲げて運営管理を行っていくこととしている

（２）調査対象

①調査対象

20 2,000 1市内にお住まいの 歳以上の全ての市民の中から 人の方々を抽出し 男女比率を、

対１とし、年齢階層ごとに均等に抽出した。

②配布数

枚を配布した。2,000

（３）調査期間と調査方法

①調査期間

平成 年 月 日～平成 年 月 日19 4 26 19 5 15

②調査方法

郵送発送・回収

（４）回収状況

枚回収（回収率 ％）860 43.0
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第２章 単純集計結果
（１）性別（問１）

、「 」 、「 」 「 」 「 」 、回答者の性別は 女性 ％ 男性 ％と 女性 の割合が 男性 を上回り54.5 44.9

市政やまちづくりに対して「女性」の関心が高いことがうかがえた。

（２）年齢（問２）

回答者の年齢は 「 歳代」 ％ 「 歳代」 ％と、若い世代の回答割合が約 割、 、20 9.5 30 11.3 2

を占めた。一方 「 歳代」 ％ 「 歳代以上」 ％と、回答割合は 割以上となっ、 、60 20.7 70 23.5 4

ており、回答は高齢者の意向が多少強く反映されていることがうかがえた。

無回答, 0.6%

女性, 54.5%

男性, 44.9%

70歳以
上,23.5%

60歳代, 20.7%

50歳代, 22.8%

40歳代,12.0%

30歳代,11.3%

無回答, 0.2%
20歳代,9.5%
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（３）住まい（問３中学校区）

回答者の住まい（中学校区）は 「西中学校区」 ％ 「東中学校区」 ％などが上、 、18.6 17.4
位を占め、次いで「北中学校区」が ％でした。中学校区の人口規模の違いとともに、15.5

回答者が両中学校区に多く居住していることがうかがえた。

（４）家族構成（問４）

回答者の家族構成は 「二世代世帯（親と子 」 ％ 「夫婦世帯（子なし 」 ％な、 ） 、 ）38.8 21.3

18.1どが上位を占め 核家族化が進行していることがうかがえた 一方 三世代世帯 は、 。 、「 」

％と約 割を占めた。2

4 . 1 %

8 . 0 %

9 . 2 %

5 . 5 %

1 5 . 5 %

6 . 6 %

1 0 . 9 %

1 8 . 6 %

1 7 . 4 %
4 . 2 %

0 5 1 0 1 5 2 0

栄 川 中 学 校 区

東 中 学 校 区

西 中 学 校 区

桜 が 丘 中 学 校 区

原 野 谷 中 学 校 区

北 中 学 校 区

城 東 中 学 校 区

大 浜 中 学 校 区

大 須 賀 中 学 校 区

　 無 　 　 回 　 　 答

無回答，0.6%

その他, 8.5%

三世代世帯

, 18.1%

二世代世帯,

38.8%

夫婦世

帯,21.3%

単身世帯,

12.7%
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（５）高校生以下の子どもの有無（問５）

回答者の子どもの有無（高校生以下）は 「いない」 ％で約 割以上を占めている、 75.8 7
ことから、少子化がすすんでいることがうかがえた。

（６） 歳以上の家族の有無(問６)65

回答者の 歳以上の家族の有無は 「いる」 ％ 「いない」 ％とおよそ半数とな65 54.0 44.7、 、

り、高齢化が進んでいることがうかがえた。

無回答, 2.3%

いない,

75.8%

いる, 21.9%

無回答, 1.4%

いない, 44.7%

いる, 54.0%
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（７）職業（問７）

回答者の職業 は 「無職」が ％で最も多く （２）であったように高齢者の回答が、 、26.4

多いことがうかがえた。働いている 方の職種 は「商業・サービス 業」が 「製造業21.7%、

・建設業」が ％と上位を占めた。20.0

（８）居住年数（問８）

居住年数 は 「 年以上」 「生まれてからずっと」 などが上位 を占め、長期、 20 43.4% 30.2%

的居住傾向であることがうかがえた。

0.3%

13.0%

26.4%

12.7%

0.3%

21.7%

20.0%

5.5%

0 5 10 15 20 25 30

農林水産業

製造業・建設業

商業・サービス業（公務員含む）

学　生

家事（専業）

無　職

その他

　無　　回　　答

0.7%

43.4%

6.5%

5.1%

4.9%

6.3%

2.9%

30.2%

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

生まれてからずっと掛川市に住んでいる

１年未満

１～　５年未満

５～１０年未満

１０～１５年未満

１５～２０年未満

２０年以上

　無　　回　　答
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（９）住宅種類（問９）

持ち家が と大部分を占め、一方賃貸住宅は となった。82.9% 14.4%

（ ）住みやすさ（問 ）10 10

「どちらかといえば 住みやすい 」 、 と上位を占め 「とても 住みやすい 」 と60.7% 13.6%、

あわせると 割以上が住みやすいと感じている。7

一方 「どちらかといえば住みにくい 「とても住みにくい」をあわせた数は とな、 」 23.7%

った。

その他,0. 2%

賃貸住
宅,14.4%

持ち家,
82.9%

無回答

, 2.0%

とても住みにく

い, 2.8%

どちらかといえ

ば住みにくい,

20.9%

どちらかといえ

ば住みやすい
 60.7%

とても住みやす
い, 13.6%
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（ ）住みやすいと感じる点（問 ）11 11
「豊かな自然環境に恵まれている」が と上位を占め、次いで「買い物に便利であ27.7%

る」 「治安が良い」 との結果となった。13.3% 11.9%

（ ）住みにくいと感じる点（問 ）12 12

「病院など医療機関が不十分」が 上位を占め、次いで「鉄道やﾊﾞｽなどの公共交通16.1%

機関が利用しにくい」 「買い物に不便」 との結果となった。13.1% 13.1%、

1.2%
0.4%

11.1%
11.9%

1.6%
7.6%

4.9%
13.3%

2.1%
4.2%
3.7%

27.7%
3.1%

2.0%
5.3%

0 5 10 15 20 25 30

病院など医療機関が充実している

福祉施設や福祉サービスが充実している

子育て環境が良好である

豊かな自然環境に恵まれている

まちが清潔できれいな環境になっている

生涯学習の実践機会や生きがいづくりの環境が整っている

働く場所が豊富で雇用環境が整っている

買い物に便利である

道路が整備されて便利である

鉄道やバスなど公共交通機関が利用しやすい

アパートや住宅が豊富にある

治安が良い

自治会や隣近所とのコミュニティ環境が良い

市民の意見が行政に届く環境が整っている

その他

4.1%

10.0%

4.7%

1.8%

0.7%

15.2%

7.9%

13.1%

5.5%

3.0%

2.0%

1.6%

5.9%

8.4%

16.1%

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

病院など医療機関が不充分

福祉施設や福祉サービスが不充分

子育て環境が悪い

自然環境が乏しい

まちが不衛生で環境が悪い

生涯学習の実践機会や生きがいづくりの環境が不足している

働く場所がなく雇用環境が悪い

買い物に不便

道路が未整備で不便

鉄道やバスなどの公共交通機関が利用しにくい

アパートや住宅が不足している

治安が悪い

自治会や隣近所とのコミュニティ環境が悪い

市民の意見が行政に届く環境が整っていない

その他
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< > < >13-1 13-2
掛川市 は、安心 して 子どもを 生み 育てる環 掛川市 は、 病気 やケガ など 万一の時、いつ

境が整っているまちだと思いますか？ でも安心 し た 医療が受けら れるまちだと 思

いますか？

1.7% 51.6% 1.9% 40.1%「非常に思う」 「まぁまぁ思う」 「非常に思う」 「まぁまぁ思う」、 、

と肯定的回答が過半数を占めた。 であり 「あまり思わない」 「まった、 、41.3%

「あまり思わない 」 「まったく 思わ く 思わない」 と否定的回答 が過半数を25.9% 10.2%、

な い 」 と 否定 的回 答 は 割近 くとな っ 占めた。3.3% 3

た。

< > < >13-3 13-4

掛川市 は病人 や障害 者 、高齢者 に なっても あなたは 常 日頃 、ごみの 減 量化 、節水、電

安心 し て 暮らしてい けるまちだと 思います 気使用量削 減 など地球環境 保全 のために行

か？ 動していると思いますか？

1.7% 31.3% 2.3% 62.0%「非常に思う」 「まぁまぁ思う」 「非常に思う」 「まぁまぁ思う」、 、

であり 「あまり思わない」 「まった と肯定的回答が と高い数値を得た。、 、42.8% 64.3%

く思わない 」 と否定的回答 が過半数 を 「 あ ま り 思 わ な い 」 「 ま った く 思 わ12.3% 11.9%、

しめた。 ない 」 で否 定的 回答 は ％に 留まっ0.9% 12.8

た。

無回答, 3.7%

わからない,
13.7%

まったく思わ
ない, 3.3%

あまり思わな
い, 25.9%

まぁまぁ思う,
51.6%

非常に思う,
1.7%

無回答,2.1%

わからない,4.4%

まったく思わな

い, 10.2%

あまり思わない,

41.3%

まぁまぁ思う,

40.1%

非常に思う, 1.9%

　無　　回　　答

2.1%
わからない

9.8%

まったく思わな

い　12.3%

あまり思わない

42.8%

まあまあ思う

31.3%

非常に思う

1.7%

わからない

0.6%
　無　　回　　答

2.3%
まったく思わない

0.9%

あまり思わない

11.9%

まあまあ思う

62.0%

非常に思う

22.3%
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< > < >13-5 13-6
あなた は 、豊かな 自 然 を身近 に感 じて 暮ら あなたがお 住まいの地域は 、清潔 できれい

していると思いますか？ な生活環境が保たれていると思いますか？

27.8% 54.0% 10.5% 64.3%「 」 、「 」 「 」 、「 」非常に思う まぁまぁ思う 非常に思う まぁまぁ思う

。 。と肯定的回答が 割を超え高い数値を得た と肯定的回答が 割を超え高い数値を得た8 7

否定的回答は、 ％に留まった。 否定的回答は ％であった。15 22.2

< > < >13-7 13-8

あなた は 、上水道 が 安心して 飲め 、断水な あなたは 、 地域 の子ども達 が、心身ともに

どが 無 く、安定 して 供給されてい ると 思い 健全に成長していると思いますか？

ますか？

24.9% 52.3% 6.7% 59.2%「 」 、「 」 、非常に思う まぁまぁ思う 「非常に思う」 「まぁまぁ思う」

と肯定的回答 が 割近 くとなり高い数値 を と肯定的回答が 割を超えた。否定的回答8 6

得た。否定的回答は であった。 は であった。20.1% 19.5%

まあまあ思う

54.0%

まったく思わない

2.4%

わからない

0.7%

　無　　回　　答

3%

あまり思わない

12.6%

非常に思う

27.8%

わからない

1.4%

　無　　回　　答

1.3%
まったく思わない

5.2%

あまり思わない

14.9%

まあまあ思う

52.3%

非常に思う

24.9%

非常に思う

10.5%

まあまあ思う

64.3%

あまり思わない

19.2%

まったく思わない
3.0%

わからない

0.9%

　無　　回　　答

2.1%

非常に思う

6.7%

まあまあ思う

59.2%

あまり思わない

17.2%

まったく思わな

い　2.3%

わからない

12.7%

　無　　回　　答

1.9%
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< > < >13-9 13-10

あなた は 、健康 に気 づかい 生きが いを 持っ あなたは 、 生きがいを 感じ る 趣味 や活動に

て人生を送れていると思いますか？ 取り組んでいると思いますか？

11.9% 54.8% 13.3% 40.0%「 」 、「 」 「 」 、「 」非常に思う まぁまぁ思う 非常に思う まぁまぁ思う

と肯定的回答 が 割を超えている 。否定的 と肯定的回答が 割を超えたが 、否定的回6 5

回答は 割であった。 答も 割を越す回答となった。3 4

< > < >13-11 13-12

あなたは、週 回以上ｽﾎﾟｰﾂや ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝをし あなたは 、 郷土 の歴史 や文 化 に誇りと愛着1

ていますか？ を持っていますか？

30.7% 67.7% 10.8% 40.7%「 い る 」 「 い な い 」 で あ り 、 否 非常に思う まぁまぁ思う、 「 」 、「 」

定的回答が多くを占めた。 と肯定的回答が 割を超え、否定的回答は5

であった。39.4%

わからない

2.3%

　無　　回　　答

1.6%

まったく思わな

い　10.1%

あまり思わない

32.7% まあまあ思う

40.0%

非常に思う

13.3%

　無　　回　　答

1.6%

いない

67.7%

い　る

30.7%

　無　　回　　答

2.4%わからない

6.6%

まったく思わな
い　5.1%

あまり思わない
34.3%

まあまあ思う

40.7%

非常に思う
10.8%

　無　　回　　答

1.4%
わからない

2.0%

まったく思わな

い　2.4%

あまり思わない
27.6%

まあまあ思う

54.8%

非常に思う

11.9%
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< > < >13-13 13-14
掛川駅 周辺 の中心市 街地 は、魅力 的 で楽し あなたは 、 通勤 ・通学 ・通 院 ・買い物など

い場所だと感じますか？ に出かける時に ﾊﾞｽや鉄道に不便を感じます

か？

0.5% 10.3% 32.3% 22.9%「非常に思う」 「まぁまぁ思う」 非常に思う まぁまぁ思う、 「 」 、「 」

と肯定的回答が 割程度で極めて少なく、 と不便を感じている割合が 割を超え、1 5

「 あ ま り 思 わ な い 」 「 ま っ た く 思 わ 「 あ ま り 思 わ な い 」 「 ま った く 思 わ48.7% 29.2%、 、

32.9% 8 6.4% 3ない」 と否定的回答が 割以上を占め な い 」 と 不 便 を 感 じ て い な い 割 合 が

極めて多い。 割という結果となった。

< > < >13-15 13-16

掛川市 は、計画的 な 土地利用 や都 市計画 に あなたは 、 地震発生 など災 害時 に自分がど

より、住宅・商業・農業・工業がﾊﾞﾗﾝｽ良く のように 行 動 すれば良いか 自覚しています

配置されているまちだと思いますか？ か？

1.6% 25.9% 9.3% 51.2%「非常に思う」 「まぁまぁ思う」 「非常に思う」 「まぁまぁ思う」、 、

肯定的回答が 割に満たず 「あまり思わな 肯定的回答 が 割となり 自覚をもっている3 6、

41.9% 11.2% 3い 」 「 ま った く 思わ ない 」 と 否 こ と が う か が え た 。 一 方 否 定 的 回 答 は 、、

定的回答が 割を越えた。 割を満たなかった。5

まったく思わな

い　32.9%

あまり思わない

48.7%

非常にそう思う

0.5%
　無　　回　　答

1.6%
わからない

5.9%

まあまあ思う

10.3%

　無　　回　　答

2.1%

あまり思わない

29.2%

まあまあ思う

22.9%

非常に思う

32.3%

わからない

7.1%

まったく思わな

い　6.4%

わからない

9.9%

　無　　回　　答

2.0%

まあまあ思う

51.2%

あまり思わない

24.5%

まったく思わな

い   3.1%

非常に思う

9.3%

　無　　回　　答

1.7%

まったく思わな

い　11.2%

あまり思わない

41.9%

まあまあ思う

25.9%

非常に思う

1.6%

わからない

17.7%
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< > < >13-17 13-18
あなた は 、災害 に備 えて水や食料 など 非常 掛川市 は、 火事 や急病 の時 に直ちに駆けつ

持ち出し品を準備していますか。 けてくれる 、信頼できる 消 防救急体制 が確

保されていると思いますか。

41.6% 57.1% 10.5% 52.4%「 い る 」 「 い な い 」 で 、 準備 を 非常に思う まぁまぁ思う、 「 」 、「 」

6 2していないとの回答の方が多くを占めた。 肯定的回答が 割を越えた 否定的回答は。

割に留まった。

< > < >13-19 13-20

あなた の 力は、より 良い地域 づく り ・まち あなたは、自宅で ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用することが

づくりに活かされていると思いますか。 できますか？

肯定的回答が 割を満たず 「あまり思わな 「できる」 「できない」 で2 41.0% 58.0%、 、

い」 「まったく思わない」 できないとの回答が若干上回った。45.7% 17.9%、

と否定的回答が 割を越えた。6

無回答

1.3%

いない

57.1%

いる

41.6%

　無　　回　　答

1.2%わからない

14.8%

まったく

思わない 3.7%

あまり思わない

17.4%

まあまあ

思う 52.4%

非常に思う

10.5%

　無　　回　　答

1.9%わからない

15.9%

まったく思わな

い　 17.9%

あまり思わない

45.7%

非常に思う

2.3%

まあまあ思う

16.3%

無回答

0.9%

できない

58.0%

できる

41.0%
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< > < >13-21 13-22
掛川市 は、他の自治 体 に比べ行政 改革 が進 掛川市 は、 他の自治体 に比 べ情報公開 や情

んでいると思いますか？ 報提供が進んでいると思いますか？

肯定的回答が ％、 肯定的回答が 、13.7 16.6%

「あまり 思わない 」 「 まったく 思わな 「 あ ま り 思 わ な い 」 「 ま った く 思 わ40.3% 40.1%、

い」 と、否定的回答が 割を越え、 ない」 と否定的回答が 割を越え、13.1% 5 11.3% 5

31.2% 1.3% 30.2% 1.7%一方「わからない」 「無回答」 一方「わからない」 「無回答」、 、

と 割を越えた。 と 割を越えた。3 3

< > < >13-23 13-24

あなたは、掛川市役所の窓口ｻｰﾋﾞｽが迅速で あなたがお 住まいの地域は 、人と人が信頼

効率よく提供されていると思いますか？ し、助け合 える 環境になっ ていると 思いま

すか？

3.0% 42.8% 5.9% 52.9%「非常に思う」 「まぁまぁ思う」 「非常に思う」 「まぁまぁ思う」、 、

肯定的回答が 割を越え、 肯定的回答が 割近くであった。4 6

「あまり 思わない 」 「 まったく 思わな 否定的回答は 割を越えた。25.7% 3

い」 と否定的回答が 割を越えた。8.6% 3

わからない

31.2%

まったく思わな

い 　13.1%

あまり思わない

40.3%

　無　　回　　答

1.6%

非常に思う

0.7%

まあまあ思う

13.0% わからない

30.2%

まったく思わな

い　 11.3%

あまり思わない

40.1%

　無　　回　　答

1.7%
非常に思う

0.7%

まあまあ思う

15.9%

　無　　回　　答

1.9%

わからない

18.0%

まったく思わな

い 　8.6%

あまり思わない

25.7%

まあまあ思う

42.8%

非常に思う

3.0%

　無　　回　　答

1.3%わからない

5.8%

あまり思わない

27.9%
まあまあ思う

52.9%

まったく思わな

い　 6.2%

非常に思う

5.9%
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(凡例)
Ａゾーン：積極的投資する施策分野

Ａ Ｂ Ｂゾーン：積極的に現状維持する施策分野
Ｃゾーン：現状維持する施策分野

Ｃ Ｄ Ｄゾーン：投資量を縮小する施策分野

■ 市 民 意 識 調 査 の ポ ー ト フォリ オ 分 析

1 .　 子 育 て ・ 子 ど も 支 援 の 充 実

2 . 市 民 の 健 康 づ く り

 3.　 地 域 医 療 ・ 救 急 医 療 の 充 実
4.　 高 度 医 療 を 支 え る 市 立 総 合 病 院 の 充 実

5.　 国 民 健 康 保 険 事 業 の 健 全 運 営 7.　 高 齢 者 福 祉 の 充 実

8.　 地 域 福 祉 活 動 の 推 進

9.　 人 権 教 育 ・

生 活 保 護 福 祉 の 充 実

10.　 地 球 環 境 の 保 全 ・ 地 球 温 暖 化 の 防 止

11.　 資 源 循 環 型 社 会 の 構 築

12 .　 森 林 や 自 然 環 境 の 整 備 ・ 保 全 ・ 活 用

13.　 公 園 緑 地 の 整 備 ・ 緑 化 の 推 進

1 4.　 公 害 防 止 ・ 環 境 衛 生 の 向 上

15 .　 水 質 浄 化 の 推 進

16 .　 上 水 道 の 安 全 ・ 安 心 ・ 安 定 的 な 供 給

1 7.　 学 校 教 育 の 充 実18.　 乳 幼 児 教 育 ・ 保 育 の 充 実

19.　 青 少 年 の 健 全 育 成

20.　 生 涯 教 育 の 充 実
21 .　 生 涯 ｽﾎﾟ ｰﾂの 実 践 と 普 及

22.　 歴 史 や 文 化 の 伝 承 ・ 保 存 ・ 活 用

23.　 商 工 業 の 振 興

24.　 雇 用 の 確 保 や 勤 労 者 福 祉 の 充 実

25 .　 安 全 ・ 安 心 な 消 費 生 活 の 確 保

2 6.　 観 光 の 振 興

27.　 市 街 地 の 活 性 化
28 .　 農 業 の 振 興

2 9.　 幹 線 道 路 の 整 備

30.　 生 活 道 路 の 整 備

31 .　 公 共 交 通 の 利 便 性 向 上

32.　 計 画 的 で ﾊﾞﾗﾝｽの 取 れ た 土 地 利 用 の 推 進

33.　 住 宅 ・ 住 宅 地 の 供 給 促 進

34.　 防 災 体 制 の 強 化
35 .　 住 宅 や 公 共 施 設 の 耐 震 化 な ど

災 害 対 策 の 強 化
36.　 消 防 救 急 体 制 の 強 化

37 .　 交 通 安 全 対 策 の 強 化

38.　 防 犯 対 策 の 強 化

39.　 市 民 活 動 の 活 性 化

40.　 国 内 ・ 国 際 交 流 の 推 進 と 外 国 人 の 共 生

48.　 男 女 共 同 参 画 の 推 進

41.　 高 度 情 報 通 信 技 術 (IC T)の 利 活 用

42.　 行 政 改 革 の 推 進

43.　 財 政 構 造 改 革 の 推 進

44.　 市 民 参 画 、 情 報 公 開 の 推 進

45 .　 行 政 事 務 の 電 子 化 に よ る 市 民 ｻｰ ﾋﾞｽの 向

上

46.　 広 域 行 政 へ の 取 り 組 み
47 .　 地 域 ｺﾐｭ ﾆﾃｨの 推 進

6 .　 障 害 者 福 祉 の 充 実

-0 .40

0 .00

0 .40

0 .80

1 .20

1 .60

- 1 .00 - 0 .80 - 0 .60 -0 .40 -0 .20 0 .00 0 .2 0 0 .4 0 0 .6 0

満 足 度 （平 均 値 ：-0.11)

優
先

度
(平

均
値

：
0
.7

1
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( )これからの掛川市は、どのようなまちづくりに優先して取り組むべきでしょうか？15

「 」 、 。「 」 、福祉・医療 に対する関心が最も高く を占めた 災害 に対する関心は64.7% 30.0%

「地球環境保全」 「都市基盤」が と次いだ。23.4% 21.4%、

64.7%

23.4%

12.2%

16.0%

21.4%

30.0%

9.0%

7.8%

0 10 20 30 40 50 60 70

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で幸せに暮らせるまち

地球環境を守り、豊かな自然と人が未来に向かって共生するまち

生涯にわたり自己を高め、心豊かに暮らせるまち

多様な産業が調和しながら発展し、豊かな暮らしが送れるまち

道路網や公共交通などの都市基盤が整い、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

市民の力が活かされ、効率的で良質なサービスが提供できるまち

その他（無回答含む）
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第３章 調査結果のまとめ

１ 「住みやすさ」

7「 」 「 」 、とても住みやすい と どちらかと言えば住みやすい を合わせた肯定的回答は 約

割をこえたが、平成 年度調査では 割に達しており、若干数値が減る結果となった。18 8

２ 「これからのまちづくりへの優先度」

これからのまちづくりへの優先すべき視点は「福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安

らかに暮らせるまち」が最も高い回答であり、平成 年度調査と同じ項目であり、次い18

で回答の多かった「災害に強く、安心して暮らせるまち」についても、平成 年度調査18

においては同項目となっている。

３ 「満足度と優先度の関係」

施策の満足度と優先度を点数化し、縦軸に優先度（グラフ上側がより優先度が高く、48

下側がより優先度が低い）を、横軸に満足度（グラフの右側がより満足度が高く、左側が

より満足度が低い）をとってグラフ化しました。座標の原点は、満足度と優先度の両者と

もの平均値としています。各象限に位置づけられた施策は 施策の比較の中では概ね次48

のように評価されたと考えることができます。

（１）満足度も優先度も高い施策 － ゾーン（グラフ右上側）B

施策 の比較では、満足度 も優先度 も高い項目 になります。相対的 に重要度が高48

いことから、積極的に現状維持する施策となります。

【満足度も優先度も高い施策】

・２ 市民の健康づくり

・７ 高齢者福祉の充実

・ 資源循環型社会の構築11

・ 水質浄化の推進15

・ 上水道の安全・安心・安定的な供給16

・ 学校教育の充実17

・ 乳幼児教育・保育の充実18

・ 青少年の健全育成19

・ 防災体制の強化34
・ 消防救急体制の強化36

・ 交通安全対策の強化37

・ 防犯対策の強化38
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（２）満足度が低く、優先度が高い施策 ‐ ゾーン（グラフ左上側）A
施策 の比較では満足度が低く、優先度 が高い施策になります。不満度合 いと重48

要性が高いことから、不満の解消に向けて積極的に取り組むべき施策になります。

【満足度が低く優先度が高い施策】

・１ 子育て・子ども支援の充実

・３ 地域医療・救急医療の充実

・４ 高度医療を支える市立総合病院の充実

・５ 国民健康保険事業の健全運営

・６ 障害者福祉の充実

・ 地球環境の保全・地球温暖化の防止10

・ 商工業の振興23

・ 雇用の確保や勤労者福祉の充実24

・ 幹線道路の整備29

・ 生活道路の整備30

・ 住宅や公共施設の耐震化など災害対策の強化35

・ 行政改革の推進42

・ 財政構造改革の推進43

（３）満足度も優先度も低い施策 － ゾーン（グラフ左下側）C

施策 の比較では、満足度 も優先度 も低い施策 になります。市民の不満の要因を48

把握し、満足度向上に向けて計画的に改善を図るべき施策になります。

【満足度も重要度も低い施策】

・９ 人権教育・生活保護福祉の充実

・ 市街地の活性化27

・ 農業の振興28

・ 公共交通の利便性向上31

・ 計画的でバランスの取れた土地利用の推進32

・ 国内・国際交流の推進と外国人の共生40

・ 高度情報通信技術( )の利活用41 ICT
・ 広域行政への取り組み46

・ 男女共同参画の推進48
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（４）満足度が高く優先度は低い施策 － ゾーン（グラフ右下側）D

施策 の比較では満足度が高く、優先度 が低い施策であり、今後も市民の満足度48
の維持に計画的に努める施策になります。

【満足度が高く優先度は低い施策】

・８ 地域福祉活動の推進

・ 森林や自然環境の整備・保全・活用12

・ 公園緑地の整備・緑化の推進13

・ 公害防止・環境衛生の向上14

・ 生涯教育の充実20

・ 生涯スポーツの実践と普及21
・ 歴史や文化の伝承・保存・活用22

・ 安全・安心な消費生活の確保25

・ 観光の振興26

・ 住宅・住宅地の供給促進33

・ 市民活動の活性化39

・ 市民参画、情報公開の推進44

・ 行政事務の電子化による市民サービスの向上45

・ 地域コミュニティの推進47
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（主な意見）第４章 自由回答結果

【保健医療福祉分野】

1日で多くの健診が受けられるようにして下さい。旧大東町の健康診断方式は良かった。・

高齢化社会・安心して老後を過ごせる掛川市を期待します。・

子どもを育てる環境ではない。市立病院の医師不足 etc 小児科の対応をもっと真剣に取り組んで欲し・

い。

福祉や医療 心豊かに暮らせるまちに取り組んでほしい。・

掛川 市立総 合病院 に関して 、袋井 市より 統合希望 との事だが 財源的に見 通しがたたな ければ公設 ・公・

。 、 、 （ 、営・組合等を考え合同で新病院を建設したらいい 場所は道路条件 面積的 人工的 掛川市12万人

袋井市 8万人）にも市立病院の現在地が最良地だと思う。医師・看護師不足も改良できる。国と県に要

望書を 提出 して 早期に 実現 して欲 しい 。医 師・看 護師 が大都 市に 集中 するこ とを 防ぐた め、 地域医 療

の充実を図るために全国の医学部に学生の 1/2は地域に就職する法案化が必要だと思う。

（ ） 、 。 。・医療関係や福祉 市立病院 に時々行きますが 待つ時間が長すぎる 誰しもが病院にはかかります

市民税 を上 げて も良い ので 待つ時 間を 減ら し先生 との 会話を 増や した いと思 いま す。大 変だ とは思 い

ますが。

低料金の介護施設を充実して欲しい。・

市立 病院に いつで も具合の 悪いと きにか かれる様 になれます ように。今 は行っても、 他の医院に 行く・

ように言われて帰りました。子供（高校生）と私が 2回見て貰えなかったです。とても悲しい思いで家

に戻りました。

弱者 に光を 当てた 行政をお 願いし ます。 それが子 供であって も老人であ っても世話を してやると か、・

楽しませるとかというのではなく、自立の芽を伸ばす視点であって欲しいと思います。

子供の医療費が「小学生は 500円、乳幼児は無料」にして貰えると助かる。現在の医療費制度では負担・

が大き い。 また ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ ﾞの 予防 接種の 無料化 なども考 えても らえる とうれし い。市 民病院 が充実し て

いないため、救急の時を考えると少し不安である。

子供 達が元 気での びのび生 活、成 長でき る環境作 り。みんな が住みやす い街づくりを お願いしま す。・

救急 で朝早 くと午 後の時間 外に市 立病院 に行った とき、対応 のできる先 生がいなくて すぐ手術で きな・

かった り、 骨折 してい るの もすぐ わか らな く翌日 入院 になっ たり した 。もう ちょ っとち ゃん と対応 で

きる先生をおいて欲しい。

福祉 と言い すぎと 思います 。人に 甘えず 自分のな すべきこと をやりなが らこの世に居 るうちは周 りの・

人達と仲良く過ごしたいものです。

私自 身大変 苦労し た 25年前の 子育て 。環境整備 、仕事、会社 、家庭、保 育は、今の若 いお母さん 方を・

支援してやって下さい （板挟みです。夫の教育も必要）。



- 21 -

【環境生活分野】

大井川の水がなければ生活できない現状を市民に知得させるべきと存じます。・

・自然豊かなまちづくりをお願いします。

逆川をいつもウォーキングしています。4月には桜がとても綺麗でしたが残念なことに部分的に植えて・

あるの でこ れが もっと 続い ていた ら綺 麗だ ろうな ぁと 思って いま した 。掛川 城を 中心に 逆川 の土手 の

両側に桜並木をつくったらいかがでしょうか。お城がもっと映えると思います。

掛川市政の為に取り組み尽力されていることを再認識しました。環境問題として、 ｴｺﾗｲﾌ促進、活動す・

るために市民一人一人が関心を持ち生活することが大切です。

山の緑と茶畑の新緑が目にしみる自然豊かな住みよいまちであり続けて欲しい。・

愛犬 の散歩 につい てお願い をしま す。住 居の横、 前を多くの 住民の方々 が犬の散歩、 ふんをさせ るの・

ですが 、ふ んを そのま ま放 置して 行っ てし まうの です 。私の 家で はそ こを手 鎌で 草刈り をす るので す

が、汚 くて 参っ ていま す。 せめて 住ま いの 周りで はふ んをさ せな い様 、市か ら注 意を促 して 欲しい と

思います。又 「ふん、尿禁止の立て札」を地区へ沢山配布していただきたい。隣近所の方達に口に出、

して注意できない事をご理解して下さい。是非ともお願いします。

ｺﾞﾐﾎﾟｲ捨て近年目立ちます。・

環境問題は私達の孫の代に関わる重大事です。小さな事からも大事だと思います。・

海岸 に緑を 植えて 、砂防の 意味で も。だ んだん砂 丘が少なく なっている ことを思い強 い木を植え て浸・

食を防いで欲しいです。

地球環境（ ｺﾞﾐを絶対に燃やさない）近所の洗濯物に悪いです。事業所に対しても注意して欲しい。・
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【教育文化分野】

現在保育園に通っている2児の母ですが、少子化と言いながらも、保育園に入園させる事が厳しいのが・

不満で す。 仕事 をして いな いと園 に入 れな い…。 小さ い子供 がい たら 仕事を 探せ ないの では ないで す

か。順 序が 違う 気がし ます 。でも 、掛 川は 生まれ 育っ た街で 、海 も山 も近く とて も好き です 。自然 は

これか らも 大切 にして いっ てもら いた いと 思って いま す。保 育園 の待 ちがな い対 策を作 って 欲しい 。

乳幼 児保育 につい て、第 2子誕 生により 第 1子の 保育園を退園 しなくては ならないこと に異議があ りま・

す。母 親が 仕事 を続け るた め（正 規職 員） には育 児休 暇等、 復帰 して からも 二人 保育園 に預 けるた め

の料金 いく ら半 額にな ると はいえ 、負 担に なる。 祖母 が別居 ・同 居に かかわ らず 第 2子 が 2才くらい に

なるま では 第 1子だ けでも 保育 を続け させ てく れない 物で しょう か？ 育休 で家に いるか らと第 1子を 退

園させ るの では 、母親 の育 児・体 力回 復、 ストレ スに も影響 が出 ます 。少子 化に 拍車を かけ ていま せ

んか？

子供達の為、 ｽﾎﾟｰﾂ施設の充実（野球場・ｻｯｶｰ場・体育館・陸上ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等 。まだまだ旧掛川市へ集中・ ）

していると感じられる。広域にまんべんなく施設があれば利便性も高まる。

今一 番大事 なこと は子育て 支援より、 30代 ～ 50代の男女の進 む道をしっ かり応援して やって欲し い。・

結婚問 題な ど、 民生委 員が やって いま すが そこに 行き やすく 楽し んで いける よう な場所 にし てやっ て

欲しい （早急にお願いしたいことです ）。 。

戸塚 市長に なり「 さんりー な」の 料金体 系が変更 されそれま で生き生き と「さんりー な」を利用 して・

いた高 齢者 の姿 をばっ たり と見な くな り、 今では 来場 者が大 幅に 減っ ていま す。 高齢者 の健 康増進 に

役立ち 、医 療費 の削減 にも つなが る、 高齢 者の体 力づ くりの 機会 を一 片の通 知で 破棄さ れた ことに 非

常に憤 りを 覚え ます。 高齢 者に福 祉施 策の 少ない 掛川 市とし て「 さん りーな 」の 高齢者 利用 を老人 福

祉の一環として早急に再考願いたい （他都市ではかなり普及している制度です）。

大須 賀地区 は老人子 供達の ｽﾎﾟｰﾂ施設が 0に等し い。現在西大 谷地区で道 路工事をして います。そ の土・

を松尾町にある富士電機工場跡地に埋め、 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを造ってほしい。ｻｯｶｰ少年団、 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ

場等一気に問題解決です。

今と ても満 足して います。 自然を 守り市 の催し物 や教室を多 くやってい ただき心豊か に暮らして いき・

たいと願っています。

大人 も子供 も道徳 を理解し 、常識 をわき まえ、思 いやりのあ る人が増え ればおのずと 住みよい町 にな・

ると信じます。教育は重要です。

我が 子がま だ小さ いため、 子供の ために もっと公 園を作って 欲しい。遊 具は事故が多 いためどん どん・

無くな って しま ってい るが 、事故 があ れば すぐ市 や管 理責任 の問 題に されて しま うため 、市 の方か ら

どんど ん撤 去し てしま って いるよ うに 思え る。問 題に なるの が面 倒く さいの か。 新しく 作る ことは あ

りえないとのこと。さみしかったです。
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【産業経済分野】

・ 私は名 古屋 から 掛川市 に来 ました 。新 幹線 のある 駅の 駅前が あの 雰囲 気にす ごく 驚きま した 。駅前 か

らもっと人が集まりたくなるよう変えていただきたいです。駅周辺を活性化させて欲しい。

駅か ら城、 商店街 があまり にも淋 しいと 思う。市 が何とかし て欲しいと いう他力本願 な考えを持 つ人・

が商店 のな かで は多い 気が する。 市が 主導 ではな く、 商店主 から 色々 名考え が出 るよう にな れば、 好

転の期待ももてそうですが…難しいですね。

城下 町 づく り を進 め てほ し いで す 。駅 から 城 に向 け ての 商 店街 の 見直 し をし て 下さ い （ こ れで 良 し・ 。

と思っ てい ませ んか） ずっ と何も 変わ って いない 。こ れでは ます ます 衰退の 一途 をたど るこ とにな る

でしょう。

他県からの来訪者の要望を一言（昨年 「新幹線の駅構内に ﾚｽﾄﾗﾝが無い。駅周辺にも無いので不便 」・ ） 。

せっかくの観光地なので通過するだけでは活性化に繋がらないのではないかと思う。

ｼﾞｬｽｺのような大型店舗が入ったﾋﾞﾙを作って欲しいです。商店街が微妙。・

掛川 のまち ですが 、人通り も少な く何と なく寂し い感じがし ます。活気 満ちた掛川の まちにして 欲し・

いです。

暗く なると 街の中 は人通り も少な く商店 もお客さ んがいない ので早めに 戸をしめてし まう。街を もう・

少し明るく楽しく買い物が出来るようにと思います。

駅前 商店街 はもっと 工夫しなけ ればいけませ ん。全体を整 理して広い 駐車場をつく り、 ｱｰｹｰﾄﾞを 作っ・

て駐車場まで ｶｰﾄを押していけるようでなければ、沢山の買い物はできません。実際お店を整理するの

は難しいでしょうけど。

駅前、 連雀、中町商 店街などを利用して、駐車場は 広く造り、共有とし、映画館、 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ場、 ﾚｽﾄﾗﾝ・

街、小さなお店などが多数入れ、人が来たくなるような所が出来たらいいと思う。

公共 施設が 散在し ている点 から大 変不便 性があり 、城を中心 とした街中 がさびれてい く原因であ ると・

思う。 高齢 化に なり動 線の せばま る人 々が 増加し て行 く中、 駅中 心を 魅力あ る設 備、店 舗を 誘致し て

欲しい。

駅か らお城 周辺に かけて緑 豊かな 公園が欲 しい。憩いの 場。駅北南 に 30分程度なら無 料でとめて おけ・

る駐車場が欲しい。
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【都市基盤分野】

道路が狭く（普通車 1台が通るだけの巾しか無く ）災害の時が一番心配。・ 、

下手 な開発 はせず もともと ある文 化財、 環境を大 切にしてい ただきたい 。掛川城を造 り、天守台 とい・

った前の建物等を壊してしまったのは大変残念でした。

どん なに街中が 活性化、 ｲﾍﾞﾝﾄ等あ っても ﾊﾞｽ等 通っていない ので参加で きません。高 齢者になっ て移・

動が大変です。意見が反映されるかも疑問に思います。

循環ﾊﾞｽを大東・大須賀地区ももう少し便を増して欲しい （路線 ﾊﾞｽが通らない経路に）・ 。

これ から高 齢化が ますます 進むと 思いま す。この 前歩道を歩 いていたら 、斜め だっ たり、継ぎ 目が・

多かっ たり 、小 砂利が 多か ったり 、歩 道幅 がせま かっ たりと の感 あり 。乳母 車を 引いた り、 買い物 か

ごをひいたり、車いすを操作することを想像したらとても歩けないと思いました。

市の 中心部 だけで なく市の すみず みまで 大きな目 を開いてみ て下さい。 隅に住む私達 はいろいろ とと・

ても不 便を 感じ ていま す。 まちの 中は 100円 ﾊﾞｽで便利 ですが 、隅の 方は交通 もあり ません 。隅に住 む

私達も市民の一人です。

東の 方の田 舎の水 路とても 、もっ たいな いほど豪 華に作って あるそうで す。皆さんが こんな所に お金・

をかけるなんて無駄なことだねと言っております（大原子）

地球環境を守ろうという意味からも車でなく公共交通機関を利用したいと思うのですが、 ﾊﾞｽ路線が少・

なくま た本 数も 少ない 為に 不便に 感じ ます 。市街 地だ けでな く路 線を 増やし て欲 しい。 北回 り、南 回

りの他に東回り？もできたのはとても良いことだと思う。

掛川←→大東の幹線道路を早く作って欲しい。7:30～ 8:30 17:30～ 18:30が大変混雑します。・

自然公園が欲しい。・

生活 道路の 整備を 充実させ て欲し い。下 水道等の 工事後、段 差ができて 、車が通ると 、地面が揺 れる・

ことが起きている。市内に段差が多い。多数ある。
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【防災危機管理分野】

。 。・テレビをつければ忌まわしい事件の報道ばかりで心が傷みます 安心・安全なまちづくりを望みます

災害が一番心配です。大須賀支所の職員だけで対応できるのでしょうか。自治会は 1年交代ですし、・

専門知識の持ち主とは限りません。道路・電気・水道が使えない他方との連絡もとれにくくなると思

います。大須賀支所だけで独立できる人員、機能を完備してください。

火災の時、本署の消防車がくるまでは水を出してはいけない （地元の消防車が来て水を出せる状態・ 。

にあっても）本署の指示がなければ分団からは出せないことが１～２件あり、結局全焼してしまった

ことがある。本署が来て指示を出すまで待たなければならないということはおかしい。特に火災の時

などは急を要するから。是非考えてもらいたい。

東海地震を前に食料確保として、 1 休耕田を利用した野菜の耕作の斡旋 2 各宅において家庭菜園・

の実施に向けたｾﾐﾅｰ開催

夜は真っ暗になり歩くことが怖い。車がないと生活出来ない。・

道路で ﾙｰﾙを守り、信号機でも黄色で止る余裕を持って時速も守れば事故など起こらない。一人ひと・

りがﾙｰﾙを守ること

災害対策として下水（ﾄｲﾚ 、 ｺﾞﾐ処理などﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ対策。・ ）

何年も前から言われている東海地震については市民一人ひとりが意識できるような対策が必要だと思・

う。

、 。 、・最近 外国人も多くなり治安が悪くなってこないかと心配しています 親と一緒に暮らしていますが

昼間訪問販売など知らない人が来たとき老人だけだと対応がとても不安です。子供達の下校時だけで

なく、ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等増加して欲しいです。

地盤のしっかりしたところに大規模公園を作り、災害時の避難場所をつくっておく。・



- 26 -

【協働・広域・行財政分野】

現在 取り組 んでい る施策が 48個ある ということ を初めて知っ た。何をし ているか、こ れから何を して・

いこうと考えているか、普段から誰もが知ることができるようにして頂きたい。

・ 合併に より 掛川 は一つ にな ったが 、そ れぞ れの地 域で 対応し ても らい たいこ とは 大きく 違う と思う の

で広く意見を聞いて適切な対応、対策をして頂きたい。

市役 所等の 設備を 朝早く、 夜遅く までい ろんな仕 事をしてい る市民のた めにできるよ うに開いて 欲し・

いです。市民が気軽に参加できる市民音楽祭等を開催したいです （ ｼﾞｬﾝﾙにこだわらず）。

隣組 の精神 で行政 への取り 組み、 または 、目をひ からせてい ることが大 切ではないの ですか。特 に一・

人暮らしの老人には・・。

これ からは 特徴あ る街にす る必要 がある と思われ ます。その 点でどの方 向に掛川市が 向かってい くの・

か良く 見極 めて いく必 要が あると 思い ます 。市民 の皆 様に意 見を 良く 取り入 れて 行政を おこ なって も

らいたいです。

合併 してか ら、地 域（大東 地区・ 大須賀 地区）の 中での交流 も少なくな った感じがし ます。広報 かけ・

がわを 時間 をか けて読 むの ですが 、例 えば 中央に いろ いろと 良い 施設 が出来 ても 、じゃ ぁ利 用しよ う

という 所にい かない （距 離とか 細かい利 用案内 等々） 1箇所 集中と いうより も同じ ような 施設も市 の。

中に 2箇所位あると、高齢者の多い市民もより利用、活用しやすいと思う。

各町 内会の 意見を 吸い上げ 全市の 区長会 又は市民 総代会意見 交換を行っ ていると思う が、理事区 長を・

通して 市役 所へ 意見を 提出 する又 、掛 川市 会議員 で委 員会の 席に て各 自治会 の意 見を集 約し 、問題 点

を解決 方向 をと る。掛 川市 もおお きく なり 、東西 南北 とまだ まだ 色々 な問題 が数 多くあ ると 思うが 、

市民の 声を 反映 するこ とに よって これ から のまち づく りは東 西南 北が 協力し 、市 民が喜 ぶよ うなま ち

にしたいですね。

先日市民課へ住民票を取りに行ったとき、事務員の人が10分間の間に 3回あくびをしていて書類をめく・

っているだけ。その後席を立ち暇そうな顔をしていました。何かとても残念です。がっかり。

掛川市は豊かな自然に恵まれて、極悪な事件もなくとても住みよい快適な土地ですので、これからも・

市に移住してくる方もよく調査して善良な方以外は移住をノーにして頂きたい。

旧大 東 ・大 須 賀の 住 民に 、 被害 者 意識 が強 い 。必 ず 出る 言 葉は 「 以前 」 の方 が良 か った 。 何も 特 に・ 、

悪くな って いな いと思 われ るのに 、吸 収さ れたと いう 意識が 強い 。合 併の効 果は 徐々に 現れ てくる だ

ろ うと思 う。主 たる役職 の「長 」は旧 掛川市 「副 」は旧町 という ﾊﾟﾀｰﾝは崩 したい。 自分が関わ った、

団体は 1年 間は 自分 が「長 」を 務めた が、 2年 目は 旧大須 賀の 出身 者とし た。 地区対 抗戦の 意識は捨 て

たい。

旧 掛川市と合 併したのが間 違いだった 」という声が聞かれます 。 ｻｰﾋﾞｽの低下、掛川方式が 全て良い・「

ではあ りま せん 。合併 した のであ るか ら旧 大東町 、旧 大須賀 町の 良い 所を取 り入 れ、市 民の ために よ

りよい掛川市を作って欲しいと思います。公務員は市民の奉仕者で有るということを忘れ、ヘンな ｴﾘｰ

ﾄ意識を持った職員が多いように思います。職員の意識改革、資質向上を部長、課長が先頭立って徹底

されることを望みます 市の借入が多いと合併前から聞いています 正職員の数 給与の見直し ｻｰﾋﾞ。 。 、 （

ｽが低下しないよう）早期返済を望みます。

今の まちづくり は ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝの色が強 いと感じら れる。自治会 の役職を持 っていない人 にもわかる よう・

に掛川 市の 方向 性を市 民に 理解を 得ら れる よう、 生涯 学習 ｾﾝﾀｰな どで 1ヶ月に 1回程 度、項 目を決め て

市民にお知らせ頂くことがもっと住みよい明るい社会になると感じられますが如何でしょうか？


